






でした。上代文学の岩下武彦先生と、近現代文学の大久保喬樹先生のお二人が同時に着任されました。まだ三十代前半の若々しいお二人により、日本文学科が若返った瞬間でした。日本文学科改め日本文学専攻は、昨年度、近世文学の光延真哉先生をお迎えし、さらに今年度、中世文学の中野貴文先生をお迎えすることによって、すっかり若返りま が、三十六年前、大久保先生と岩下先生をお迎えした時も、日 は今と じように若返 たのでした。　
あれから三十六年、大久保先生は変わらぬ明るさとダンディさで、日本文学科、日本文学専攻を支えて下さい



























































































































































































oto ” （ 「山の音」の文体特質二面）
　
東京
工業大学学報
昭和五〇年一一月

治者としての父性
─
江藤淳論
　
国文学
昭和五一年四、 七月

象徴の小説
─
「山の音」論
　
季刊藝術
昭和五三年五月

二つの日本語訳ランボーの問題
　
比較文
学研究
昭和五五年六月

森鴎外とエリスのドイツ
　
国文学
昭和五五年八月

言語表現において文学とは何か
　
国文学

解釈と鑑賞
昭和五七年一一月

後期川端康成作品の二相
　
その一「眠れ
る美女」
　
東京女子大学論集
昭和五七年一一月

岡倉天心における言語意識と歴史意識
　
比較文化雑誌
昭和五八年九月

後期川端康成作品の二相
　
その二「片
腕」
　
東京女子大学論集
昭和五九年八月

「モオツアルト」
　
一冊の講座
　
小林秀雄
昭和五九年一二月

岡倉天心初期の芸術理念
　
比較文化雑誌
昭和六〇年一〇月

西洋と日本への問い
　
現代のエスプリ別
冊「江戸 は何か」
昭和六三年二月

前世紀末中国における二詩人
─
岡倉天
心とポール・クローデルの中国体験
　
−7−
比較文化雑誌
平成元年三月

三つの子供時代の物語
　
比較文化雑誌
平成二年七月

「人間の条件」における自己超越と日本精神
　『内なる壁』
平成八年六月

美術音楽の近代化と文学「日本文学史第一三巻」
平成九年一〇月

自然意識のモダニズム
　
日本近代文学
平成一〇年二月

樹木、鳥、ウィルスの黙示録
─
現代文
学と自然
　
新潮
平成一一年五月

魔の山の幻影
─
露伴、漱石、現代文学

新潮
平成一三年三月

桃源と地獄
─
風流小説としての「草
枕」東京女子大学論集
平成一四年七月

盲目の迷宮
─
「耳なし芳一」 、 「春琴
抄」 、 「ねじまき鳥クロニクル」三田文学
平成一四年七月

岡倉天心と脱近代思考の可能性
　
五浦論叢
平成二三年九月

〈代替系〉の世界と文学
─
カフカ、ボ
ルヘス、大江健三郎、村上春樹」
　
東京
女子大学論集
平成二三年一〇月

ふたつの茶の哲学
─
プルーストと天心
三田文学
平成二五年九月

命ある青人草
─
日本的心性の展開
　
そ
の一
　
東京女子大学論集
平成二五年一〇月

自己充足と自然
─
ルソー、漱石、トリ
アー
　
三田文学
平成二六年三月

とりこまれる自然
─
日本的心性の展開
その二
　
東京女子大学論集
平成二七年三月

余白と座
─
日本的心性の展開
　
その三
東京女子大学論集
主要著書
昭和五四年四月

夢と成熟
─
文学的西欧像の変貌
　
講談
社
昭和六二年一二月

岡倉天心
　
小沢書店
平成三年四月

近代日本文学の源流
　
新典社
平成八年一二月

森羅変容
─
近代日本文学と自然
　
小沢書
店
平成一三年七月

見出された日本
　
平凡社
平成一五年六月

日本文化論の系譜
　
中央公論社
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平成一六年四月

川端康成
　
ミネルヴァ書房
平成一七年一月

新訳茶の本
　
角川書店
平成二〇年二月

日本文化論 名著入門
　
角川書店
平成二〇年一〇月

洋行の時代
　
中央公論社
平成二三年二月

現代語訳いきの構造
　
角川書店
